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	 In	 this	article,	we	briefly	examine	 the	development	of	 the	 language	situation	 in	 three	
members	of	 the	 former	USSR	 ―	Moldova,	Ukraine	and	Georgia.	A	 legal	document	analysis	
approach	will	be	privileged	with	much	emphasis	placed	on	the	status	of	the	Russian	language.	




the	authorities;	 and	 in	 some	cases	armed	conflicts.	Protracted	conflicts	 led	 to	 separatism,	
which	was	ultimately	parlayed	by	the	people	into	a	counter	reaction	against	the	authorities’	




	 The	centrifugal	 tendencies	of	 the	 former	USSR	were	the	result	of	 the	 following:	regional	
separatism;	confrontational	 interactions	with	the	central	governments	of	member	countries;	
self-centered	behavior	of	 local	 elites;	nationalism	as	an	effective	means	of	mobilizing	 the	
population;	 the	 systematic	violation	 of	minorities’	 linguistic	 rights;	 and	general	 political	
disorder.	In	the	unrecognized	(partially	recognized)	countries	that	arose	as	a	result	of	armed	





　1991 年 12 月 8 日、ベロヴェーシの森の政府別荘で集まったスラヴ三共和国の指導者らの合意
により、当時の世界最大の国家・ソビエト社会主義共和国連邦の解体が始まり、独立国家共同






















































ニアとの統合を実現しようとする意図を持っていた。1990 年 3 月のモルドバ最高会議の選挙で、
この統一民族戦線が勝利を収め、「モルドバ最高会議は、ルーマニア語、モルドバの国章を備え
た三色の国旗、国歌としてのルーマニア国歌に関する決議を採択した」［3：42］。同年の 6 月 23 日、
ソ連共産党の活動を非難し、ソ連邦の法律に対して共和国法の優先性を確立するモルドバ共和国
の主権を宣言した	［3：42］。





の意図を実現する数点の法令が発布された。1989 年 3 月 30 日、モルドバ語を唯一の国語とする「モ
ルドバ・ソビエト社会主義共和国の国語のステータス」についての法案が発表され、同年 8 月に
可決された。また、1989 年 8 月 31 日、アルファベットをキリル文字からラテン文字に切り替え









を実施し、モルドバ分離・ソ連邦統合案に関する市民投票を行い、1990 年 9 月 2 日、ソ連邦の
法律に基づき、沿ドニエストル・ソビエト社会主義モルドバ共和国が宣言された。ソ連邦崩壊後、
未承認の共和国の国名は、沿ドニエストル・モルドバ共和国に改められた。当共和国のモルドバ
との対決は、1992 年まで続き、1992 年 6 月 19 日～ 7 月 7 日、流血の軍事紛争に発展した。展開
された軍事行動には、戦車や大砲が使われ、千人以上の死者及び約 5 千人の負傷者がこの戦争の











障する（憲法　第 13 条）ようになった。しかしながら、モルドバ独立からの 10 数年でロシア人
人口は 12％から 5.9%（2004 年の国勢調査、モルドバ人 75.8%）に減少した。特に未承認の共和
国となった沿ドニエストル・モルドバ共和国では著しい人口の減少が見られた（1989 年の国勢
調査 73 万人、2015 年 47.5 万人）。2001 年の 7 月に「民族的マイノリティーに属する市民の権利
とその組織」法案が国会で可決され、国家がロシア語、ガガウズ語、ウクライナ語やブルガリア
語などの言語で教育をうける市民の権利を保障し、当初の言語計画が若干緩和されたと言える。




になった。2020 年 12 月 16 日に制定された「モルドバ国における言語使用法」によってロシア
語は 1990 年代初頭の諸民族間交流手段のステータスへ復帰したが、2021 年 1 月 21 日、この法


































（37,412,100 人）の 72.73%、ロシア人は、22.07%（その他の各民族は、1% 以下）であった。
　ソ連邦崩壊寸前の「言語革命」をきっかけに、ウクライナは 1989 年の言語法を採択し、ウク








































　2012 年 6 月、ウクライナに制定された「言語政策の基礎法」では、当該言語の話者は、当地








を拠り所に、独立を目指してウクライナ中央政府と戦い始めた。2014 年 9 月 5 日のベラルーシ




























1918 年 5 月 26 日（旧暦）、グルジア民主共和国が宣言されたが、1922 年 3 月 12 日、ザカフカー
ス社会主義連邦ソビエト共和国の一部となり、1936 年からソ連邦を構成する民族共和国となり、



















たこともあった。1990 年 8 月 15 日、アブハジアは、独立を宣言した。1991 年 4 月、グルジアで
は 1918 年の単一共和国復帰宣言が行われた。これに対しアブハジア人が反発し、1992 年 8 月 10
日、グルジアの「治安部隊」がアブハジアに投入され、時を置かず、1993 年の 6 月 27 日まで続
いたグルジア・アブハジア戦争が始まった。それは、双方に約 8 千人の犠牲者、20 万人余の避
難民をもたらし、約１千人のグルジア人が行方不明になった。戦争の結果、ロシアを始めとする
数ヶ国に承認されたアブハジア共和国が誕生した。

























ベットに変更され、1938 年から 1954 年までグルジアの文字に頼るアルファベットが使われたの
ち、キリル文字によるアルファベットが復活した。ソビエト時代末期の旧ソ連の民族共和国に起
こった「言語革命」と「主権宣言のパレード」に刺激された南オセチアの民族主義的な勢力は、
1989 年 11 月 10 日、「自治州を自治共和国に！」というスローガンの下、グルジア内における自
民族の格上げを要請した。グルジア政府による前向きな対応が認められなかったため、1991 年 8
月 21 日、独立を宣言した。ガムサフルディア政権は、それを認めず、グルジア警察部隊をアブ
ハジアに派遣させ、1991-1992 年の第 1 次グルジア・南オセチア戦争が勃発したが、ロシアの外
交と平和維持軍の駐屯により、軍事作戦は停止された。第 2 次戦争の勃発についての専門家の意
見は分かれているが、2008 年 8 月の 7 日から 8 日の夜、南オセチアの首都ツヒンヴァリが、グ
ルジア軍の砲撃を受けたことは事実である［6］。同年 8 月 8 日、北オセチアに駐屯していたロシ
アの第 58 師団も参戦し、北オセチアと南オセチアを繋ぐトンネルを通り、グルジア領土内の、I. ス
ターリンの故郷であるゴリ市まで侵入した。EU などの国際世論の反発もあり、2008 年 8 月 12 日、
いわゆる「5 日間戦争」が終わった。
　戦争の結果、双方の死者数約 200 人、負傷者数百人を数え、ツヒンヴァリ市は被害を受けた。
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